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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞
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改定日　令和5年11月30日

　

株式会社　一高設備

代表取締役　長崎　一

社会への貢献や地域での信頼獲得、また経営リスク回避のためSDGsに積極的に取り組みます。

環境経営方針について全社一丸となって取り組み、地域社会への貢献と健全な企業活動を

継続して推進します。

車両の燃料使用量削減により、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

事務所およびダクト工場並びに作業現場における電気使用量の削減により、二酸化炭素排出量

の削減に努めます。

事務所およびダクト工場並びに作業現場における廃棄物排出量および水使用量の削減に

努めます。

化学物質の使用量を把握し、使用量を抑制します。

お客様満足度向上のため、品質・工程・安全管理を強化し、併せて従業員のスキルアップに

繋げます。

設計・施工図の作成や社内書類の電子データ化を更に加速し、業務の効率的運用に努めます。

環境関連法規および条例等を遵守します。

省エネルギー、省資源、VEなどの有効性について積極的に提案・実施し環境保全に努めます。

遊休品の活用や現場の３Ｒを積極的に実施し利益の向上と、省資源に努めます。

お客様要望事項を基に、環境への影響を考慮した設計・施工を行います。

環境経営方針は全従業員に周知徹底し、管理・改善を継続的に実施します。

環境経営レポートを作成し、外部に公表します。

環境経営方針

株式会社一高設備は、事業活動(空気調和設備・給排水設備・ダクト設備の各工事)において生産
活動および施工を通じて、環境負荷削減に努めるとともに、地域の環境保全を図り、全社一体と
なって持続的発展ができるよう自主的、積極的に環境経営を促進します。環境経営にあたって
は、環境経営方針を策定し環境活動に取り組み、全員参画により定期的に結果を評価・見直し継
続的な改善を目指します。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社一高設備
代表取締役　長崎一

（２） 所在地
〒781-5101
高知県高知市布師田3978番地3
TEL 088-845-8800
FAX 088-845-8008

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 工務部長 鍵山　義宜
担当者 谷岡　亜耶 E-mail n.s-5@arion.ocn.ne.jp

（４） 事業内容
建設業（管工事業）
・空気調和、給排水衛生設備の設計･施工
・ダクト設備の加工および設計･施工

（５） 建設業許可
　許可番号 高知県知事（般-1）第8098号
　許可年月日
　建設業の種類 管工事業

（６） 設立
平成5年1月1日 長崎設備設立
平成9年10月1日 有限会社長崎設備に法人化
平成22年10月1日 株式会社一高設備に社名変更

（７） 事業の規模
資本金 万円

（８） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

・対象範囲(認証･登録範囲)： 全社　全活動　全従業員

・レポートの対象期間： 令和4年10月～令和5年9月

・環境経営レポートの発行日： 令和5年11月30日
サイト

・作成責任者： 環境管理責任者　鍵山義宜

・次回レポート発行予定日： 令和6年11月30日

資機材置場床面積 ㎡ 112
工場・作業所等床面積 ㎡ 280

事務所床面積 ㎡ 112
倉庫床面積 ㎡ 56

467
従業員 人 13 12 16 14 13
売上高 百万円 210 226 427 228

令和1年9月14日

300

2022年度
2022年10月～
2023年9月

173工事等の件数 件 154 180 192 132

活動規模 単位

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
2018年10月～
2019年9月

2019年10月～
2020年9月

2020年10月～
2021年9月

2021年10月～
2022年9月

2023年11月30日
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表取締役

環境管理 責任者

環境事務担当

ダクト工場・工事現場
・環境経営方針と環境への取組みの重要性を理解し、自主的・積極的に環境経営に参加し
　是正処置や指示が有った場合は速やかに処置、改善し環境管理責任者に報告する

工務部

・現場およびダクト作業員へ環境経営方針の周知
・現場の従業員に対する教育訓練の実施
・現場に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・現場で想定される緊急事態に対応するための手順書作成・試行・訓練の実施、記録の作成
・現場での問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境事務担当

・環境管理責任者の補佐
・環境経営活動に関する各提出書類の作成
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等取りまとめ事項の承認
・環境経営目標、環境経営計画を確認
・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

ダクト工場 工事現場

役割・責任・権限

代表者

・環境経営に関する統括責任
・環境管理責任者を任命
・経営における課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知
・環境経営目標、環境経営計画の承認
・代表者による評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

長崎　一

鍵山　義宜

谷岡　亜耶

事務部 工務部

2022年4月1日
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

〇
✕

✕
〇
〇

✕
✕

✕
✕

〇

〇
〇

環境に配慮した工事の
推進 行動目標（次項による）

基準年度比 96% 94%

溶剤使用量削減（ある
いは適正管理）

kg 0 0 14 0 0

92%

117
56 54 40

水道水の削減 ㎥ 127 122 75 119

基準年度比 96% 59% 94% 92%

70%建設副産物の再資源化
率の向上

% 62% 66% 85% 68%

産業廃棄物の削減 kg 8,046 7,724 12,514 7,563 7,402
4,823 4,630 5,300

基準年度比 96% 156% 94% 92%

526 505 603
基準年度比

kg 1,060 996 1,198 996

94% 113% 94% 92%

92%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 37,036 35,555 32,363 34,814 34,073

975
一般廃棄物の削減

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 33,578 32,235 29,573 31,563

基準年度比 96% 88% 94%

30,892
16,377 15,722 15,089

0.007原単位 kg-CO2/千円 0.008 0.008 0.008 0.008

通期
下段： 6ヶ月間

基準年度比 96% 81% 94% 92%

3,251 3,182
1,598 1,534 1,634

0.574

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2020年 2022年

（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 3,458 3,320 2,790

評
価

2023年 2024年
上段：

総排水量 ㎥ 127 156 75

　産業廃棄物排出量 ㎏ 8,046 12,285 12,514

　一般廃棄物排出量 ㎏ 1,060 1,258 1,198

二酸化炭素総排出量 37,036 34,396 32,363

廃棄物排出量

項　目 2020年 2021年 2022年
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□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
電力による二酸化炭素削減

2020年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2022年

2020年

2022年 81161 50 145 51 91 0
140 50 47

73 118 96 98 104
0 0 160 56 109 54 122 165 281

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

　

　

947
797 874 1,018 1,009 1,015 1,067 958 753 1,040

1,118 1,227 1,123 1,168 1,160 894945 1,191 1,036 1,083 1,265
1,282 949 796

　取組紹介欄

　

　　低燃費車の使用

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

数値目標 〇 燃料消費量の基準値よりの変動は遠隔地や工事物件の大小により変
化するが、目標達成には早出や車の同乗、運搬の外注化などにより、
全員がエコドライブを意識・実行し、削減について継続努力する。

・アイドリングストップ、空吹かし禁止 ○
・安全運転をこころがけ急発進・急ブレーキをしない ○
・不要な荷物は積まない △
・車両の適切なメンテナンスをする ○

597
326 294 581 670 572 403 165 162 280

371 361 389 512 769 613201 149 430 753 880
457 540 410

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

　　電子機器の
　　省エネ設定

空調温度の適正化

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

　取組紹介欄
　

△
・電子機器は省エネ設定する ○
・不要な照明は消す ○

0 　

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
　数値目標 ✕ 電力使用量の削減対策等は社内コミュニケーションなどにより徐々に

個々の意識が高揚し、対応ができつつあり、今後とも継続実施する。　原単位目標 ✕
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○
・エアコンフィルターを定期的に清掃する

0

200

400

600

800

1,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力（kWh） 2020年 2022年

0

500

1,000

1,500

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ガソリン（L) 2020年 2022年

0

100

200

300

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

軽油（L) 2020年 2022年

エコドライブ啓発ポスターの貼付
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一般廃棄物の削減

2020年

2022年

産業廃棄物の削減

2020年

2022年

建設副産物の再資源化率の向上

0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 今後共、鋼材等副産物の分別を徹底し再資源化率の向上を図る

・分別の徹底 ○
・鋼材等副産物の分別徹底 ○
0 0
0 0

3,398 0 460 440 0 472
0 1,140 1,040 1,040 1,040 1,040 1,040 1,390 1,040

525 929 0 440 932 450
1,040 1,664 1,040

　　取組紹介欄

廃棄物の分別、再生・再利用

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

・廃棄物を分別し、再生・再利用に努める △

136 41 34

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 ✕ 仕事量の多寡により産廃の発生量も比例するのはやむを得ないことで

あるが、リユース・リデュースなどの削減策を最大限実行する。・マニフェスト票による管理 ○

138 29 44 134 39 32
133 35 143 127 35 130 124 124 136

142 41 31 245 146 39

　コピー用紙の裏紙利用 　ゴミの分別、再生・再利用

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

・ごみを分別し、再生・再利用に努める △
　取組紹介欄

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 ✕ 手持ちのカタログや取扱説明書等の受け取りは必要数とし、処分量を

少なくすること。・ミスプリントをなくす ○
・コピー用紙の裏紙を再利用する ○
・文書の電子化を推進し用紙を削減する △

0

100

200

300

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 2020年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

産業廃棄物（kg） 2020年 2022年
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水道水の削減

2020年

2022年

溶剤使用量削減（あるいは適正管理）

環境に配慮した工事の推進

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

廃棄物収集業者の許可の確認

顧客要求事項 環境管理、品質管理　

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

高知県環境基本条例 公害防止・自然環境保全・廃棄物の適正処理
高知市環境基本条例 公害防止・自然環境保全・廃棄物の適正処理
フロン排出抑制法 使用済業務用機器のフロン回収事業者への引き渡し・第一種特定製品の簡易点検

建設リサイクル法 再資源化の実施義務
騒音規制法 特定建設作業の届出

振動規制法 特定建設作業の届出

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法
一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出
産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付・マニフェストの交付状況報告書の作成
産廃保管場所には掲示板を設置（縦60㎝×横60㎝以上）

・ZEBの導入により省エネ効果の高い機器を提案 ×
・騒音、振動、汚濁の防止に努める ○

0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・省資源のための配管やダクトのルート変更 ○ 省資源や省エネに対する取り組み意識は、エコアクションの取り組みが

進むにつれ、また社会的風潮にも後押しされ向上しつつある。・省エネ・省資源のためVEを積極的に導入する ○
・低騒音、排出ガス対策機械を使用する ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

18 0 30

数値目標 0% 作業環境の安全性を確認すると共に、防毒マスクを完全に着用し作業
する。何れにせよ有害物質であり、特に蒸気の吸入は無いようにするこ
と。

・使用時は防毒マスク等の保護具を着用する ○
・保管、廃棄方法を遵守する ○
0 0
0

8 0 10 0 12 0 130 12

4月 5月 6月 7月 8月10月 11月 12月 1月 2月

0 20 0

達成状況

取組紹介欄

節水札の設置

9月
0 28 0 12 0 16 0 23 0

3月

取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 社内コミュニケーションにより対策が実施できている。

継続実施すること。・蛇口に節水コマを取り付ける ○
・節水札を掛けるなど、従業員への周知徹底 ○
・洗車時の使用水量は必要最小限にとどめ、節水 ○

0

10

20

30

40

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（㎥） 2020年 2022年
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□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所： 会社2階事務所・1階工場
■参加者： 全従業員対象（欠席者3名） ■実施内容：

・通報訓練、消火訓練、避難訓練
■評価： 消火・通報の手順が再確認できた 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 自然災害発生、新型コロナウィルス、化学物質(PRTR)取扱い等
■実施日： ■実施場所： 会社2階事務所・1階工場
■参加者： 全従業員対象（欠席者3名） ■実施内容：通報訓練、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ対策、

　　　　　　　　化学物質取扱いについての再確認
■評価： 緊急事態発生時の行動の再確認と 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

　　　　　　  緊急時連絡先の確認
■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

2023年5月31日

2023年11月27日

本年度の完成高は2018年にエコアクション21の審査登録を受けて以来、最高額を達成した。
また、排出量や使用量の対前年度比（総量・原単位比）においても、産業廃棄物排出量をのぞき、達成できてい
る。このことは取りも直さず、全社員が生産活動や施工を通じ、環境負荷削減はもとより業容の向上に対しても
真摯に取り組んだ結果である。今後とも全社一丸となって持続的発展ができるよう自主的・積極的に環境経営
の促進に取り組んでほしい。

2023年5月31日
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□これまでの環境活動の紹介

環境経営教育の実施

社会貢献活動

・定期的に社内会議をもうけ、エコアクション21への取組みや課題について周知する

高知県地球温暖化防止県民会議への参加会社周辺の清掃
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